
2.河川の現状 
 2.1 河道特性 
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豊岡土木事務所管内の河川

：自然再生計画対象河川

三木
みつぎ

川：出石川の支川であり片間樋門より上流が県管理区間
である。水田の中を流下する箇所は河床勾配 1/1,050
～1/1,890 と緩いが、水田区間より上流は砂防指定河
川となり河床勾配 1/20 となる。コンクリート三面張
河川である。 

大谷
おおたに

川：三木川に合流するコンクリート三面張の河川である。
三木川同様に、水田の中を流下する箇所は河床勾配
1/420～1/3,400 を示すが上流域は砂防指定河川で河
床勾配 1/50 と急勾配になる。 

八代
やしろ

川：円山川の支川で、河床勾配は 1/950～1/100、計画高水流量 150m3/s
の河川である。国府地区治水対策事業として昭和 58 年にショート
カット工事が完成し、現在は放水路が八代水門で円山川に流入し
ている。八代川下流と放水路の分流点には越流堤が設置され、八
代川下流部は佐野樋門で円山川に流入してい

 

る。 

鎌
谷
川

下
ノ
宮
川

六方川

穴見川

八代川下流部

八
代
川

大谷川

三木川

馬路川

六方
ろっぽう

川：円山川の支川で計画流量 140m3/s、流路延長 14,396m の河川である。六方田んぼの東縁
を流下し河床勾配は約 1/2,500、川幅は 20～30ｍである。 

穴見
あなみ

川：六方川の支川であり、一部に護岸が整備されているが、比較的自然河岸が残っている。

鎌谷
かまたに

川：六方川の支川でコウノトリの郷公園の前を流下する河川である。計画流量 50m3/s、河床
勾配は下ノ宮川が合流する地点まで約 1/650 である。それより上流は河床勾配 1/250 程
度を示す。 

下ノ宮
しものみや

川：鎌谷川の支川で砂防指定河川となっている。下流より 700ｍまでは河床勾配 1/160 程
度であるが、それより上流域については 1/130～1/55 とかなり急勾配となる。コンクリ
ートの三面張りの改修工事が行なわれている。 

馬路
ま じ

川：鎌谷川の支川であり、下流はコンクリートブロック張護岸が整備されている。





■鎌谷
かまたに

川・下ノ宮
しものみや

川・馬路
ま じ

川 
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河川の特徴 
鎌 谷 川：六方川の支川でコウノトリの郷公園の前を流下する河川である。計画流量 5 0 m 3 /s、河床勾配は下ノ宮川が合流する地点まで約 1 /6 5 0 である。それより上流は河床勾配 1 /2 5 0 程度を示す。 
下ノ宮川：鎌谷川の支川で砂防指定河川となっている。下流より 7 0 0 ｍまでは河床勾配 1 /1 6 0 程度であるが、それより上流域については 1 /1 3 0 ～1 /5 5 とかなり急勾配となる。 
馬 路 川：鎌谷川の支川であり、下流はコンクリートブロック張護岸が整備されている。 

鎌谷川は、六方川と同様に昭和 2 2 年～昭和 3 4 年にかけて、河道改修が実施されている。また、平成 1 1 年（平成 6 年～平成 1 4 年の間）に、コウノトリの郷公園が開園され、この区間については、多自然的な
改修が実施された。鎌谷川の改修工事と同時期に下ノ宮川の下流、三江小学校までの間をコンクリート三面張護岸で改修している。 
鎌谷川、下ノ宮川、馬路川の源流部は、風化しやすい性質も持つ花崗岩からなっているため、生産土砂量が多く、河川への土砂の堆積も多いと考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 特定種 

魚    類 ヤリタナゴ、カワヒガイ 

底生動物  モノアラガイ、ミナミヌマエビ、キイロサナエ

鳥    類 ハイタカ、ノスリ、タシギ、カワセミ、アオゲラ、ルリビタキ、アオジカワウ、コウノトリ

  鎌谷川標準断面図 底生動物 魚類
シジミ類 
カゲロウ類 
オオカワトンボ
カワゲラ類 
等 
 

フナ類、 
タイリクバラタナゴ 
オイカワ、カワムツ B型
ウグイ、モツゴ 
ムギツク 
タモロコ、カマツカ 
シマドジョウ、ドンコ 
ヨシノボリ類 
チチブ類 

底生動物  魚類

カワニナ 
シジミ属 
モズクガニ 
カゲロウ類 
ホンサナエ 
トビゲラ 等 

フナ類、オイカワ 
タイリクバラタナゴ 
オイカワ、モツゴ 
カワムツ B型 
タモロコ、ドンコ 
ヨシノボリ類 

鎌谷川縦断図 

川 

方 

六

3km 

0km 

１km

2km 

下
ノ
宮
川

馬
路
川 

ビオトープ水田 

鎌
谷 

川 

河川・水田・山裾の
連続性が良い箇所 

鎌谷川と山裾の連続性 

下ノ宮川の状況 水田と山裾の連続性 
 



■六方
ろっぽう

川・穴
あな

見
み

川 標準横断図

 
 
 
 
 
 

 

河川の特徴 
六方川：円山川の支川で計画流量 1 4 0 m 3 /s、流路延長 1 4 ,3 9 6 m の河川である。六方田んぼの東縁を流下し河床勾配は約 1 /2 5 0 0 川幅 2 0 ～3 0 ｍである。
 六方川では、昭和 2 2 年～昭和 3 9 年にかけて、中下流部において河道改修が実施されている。また、昭和 5 9 年には、下流部に存在する屈曲部が消失

している。さらに、昭和 6 3 年以降に、上流部で護岸改修が実施されている。六方川の堤防の大部分は土羽であったったものが、この区間のみ人工的な
護岸となっている。 

穴見川：六方川の支川であり、一部に護岸が整備されているが、比較的自然河岸が残っている。 
六方川、穴見川の源流部は、風化しやすい性質も持つ花崗岩からなっているため、生産土砂量が多く、河川への土砂の堆積も多いと考えられる。 
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  特定種

魚    類 メダカ、コウライモロコ、ドジョウ、カワヒガイ 

底生動物 
ミナミヌマエビ、マルタニシ、クロダカワニナ、モノアラガイ、クロダカワニナ、キ
イロサナエ、ホンサナエ 

鳥    類 
カンムリカイツブリ、カワウ、オオタカ、ノスリ、タゲリ、タシギ、カワセミ、アオ
ゲラ、ルリビタキ、コガラ、アオジ、ハギマシコ、ミサゴ 

  

  

河床勾配は 1/2500 とかなり緩い

六方川縦断図 
■瀬と淵の変化 

六方川は、農耕地を流れる水路状の河川である。河床型から区分すると、淵が多くを占める下流区間、平
瀬・トロ等が多くを占める中流区間、平瀬が多くを占める上流区間に分けられる。それぞれの区間における
概要は以下のとおりである。 
① 淵が多くを占める下流区間 
本区間は、鎌谷川合流点上流～河谷橋までの区間である。底質は泥、水深は 1ｍ以上である。本区間で

は岸際に泥地の干潟状のところが数カ所みられることが特徴である。 
② 平瀬・トロが多くを占める中流区間 
本区間は、河谷橋～六方川中江堰堤までの区間である。底質は泥、砂であり、水深は淵では 1ｍ以上、

トロでは 0 .5 ～1ｍ程度、平瀬では 0 .3 ～0 .5 ｍ程度である。本区間では淵とトロ、平瀬の境界がはっき
りしないことが特徴である。 
③ 平瀬の多くを占める上流区間 
本区間は、六方川中江堰堤～上流端までの区間である。底質は概ね砂であり、水深は 0 .3 ～0 .5 ｍ程度

である。本区間では下流の堰堤の湛水区にあたると考えられ、堰上げ時には淵となっていることが考えら
れる。 

 

 
 
 
 
 
下流部の自然環境の変化は少なく良好な環境

平成 14 年昭和 62 年頃

川六

 
 
 
 
 
 
 
 
 
堰には魚道が設置されている
が、構造上魚道機能が発揮され
ていない。 

中江井堰 
 
 
 
 
 
 
 
 中江井堰上流 
上流部は改修工事でエコトーン帯が消失している 

平成 14 年昭和 62 年頃

中中
江江
井井
堰堰  

鎌
谷
川 

底生動物  魚類

カゲロウ類等 カワムツ B型 
カマツカ 
ヨシノボリ類 底生動物  魚類

カゲロウ類等 
 

コイ、ギンブナ 
タイリクバラタナゴ 
オイカワ、モツゴ 
ムギツグ 
カマツカ 
ヨシノボリ類 

底生動物 魚類
ヒメタニシ等 
 

ギンブナ 
タイリクバラタナゴ 
オイカワ、ギギ 
 

底生動物 魚類

モクズガニ 
ユスリカ等 

 

コイ、フナ類 
タイリクバラタナゴ 
オイカワ、ウグイ 
スズキ 
ブラックバス 

底生動物  魚類

イシガイ等 
 

コイ、フナ類 
タイリクバラタナゴ 
タモロコ、ギギ 
ヨシノボリ類 

底生動物  魚類

ヒメタニシ 
モクズガニ 
マシジミ 
イシガイ等 

タイリクバラタナゴ 
カワムツ B型 
タモロコ、ドンコ 
ヨシノボリ類 

穴
見
川 

7km 

6km 

5km 

1km 

3方km 

2km 

4km 



■三木
みつぎ

川・大谷
おおたに

川

特定種

魚 類 ドジョウ

底生動物 クロダカワニナ

鳥 類 ハイイロチュウヒ、コチョウゲンボウ、タシギ

出石川の高水敷と堤外地の三木川

川

石

県管理区間

コンクリート三面張水路

コンクリート三面張水路

底生動物 魚類

イトミミズ科
イトトンボ
アメリカザリガニ
等

オイカワ 
カワムツ B型 
タモロコ、スナガニゴイ
ヨシノボリ類

条
大
橋

五

片間樋門

新
田
井
堰

出

三木川

大谷川

三木川：出石川の支川、片間樋門で出石川に合流している。水田の中を流下する箇所は河床勾配 1 /1 ,0 5 0 ～1 /1 ,8 9 0 と緩いが樋管より 1 5 9 0 ｍ地点より砂防指定河川となり河床勾配 1 /2 0 となる。コンク
リート三面張河川である。 

大谷川：三木川に合流するコンクリート三面張の河川である。三木川同様に、水田の中を流下する箇所は河床勾配 1 /4 2 0 ～1 /3 ,4 0 0 を示すが上流域は砂防指定河川で河床勾配 1 /5 0 と急勾配になる。 
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■八代
やしろ

川
円山川の支川で、河床勾配は 1 /9 5 0 ～1 /1 0 0 、計画高水流量 1 5 0 m 3 /s の河川である。国府地区治水対策事業として昭和 5 8 年にショートカット工事が完成し、現在は放水路が八代水門で円山川に流入

している。八代川下流と放水路の分流点には越流堤が設置され、八代川下流部は佐野樋門(円山川 1 7 km )で円山川に流入している。 
堤外地には、自然植生がみられるが、下流域の改修工事が実施された箇所に位置する樋管の堤内水路と河川水位の落差が大きく魚類の移動を困難にしている。

佐野樋門

八代水門

放水路

14 号樋門 

樋門前面に落差がある

竹貫川樋門

樋門前面に落差がある

河道の状況

大
目
橋

中
森
橋

長田樋門

底生動物 魚類
ユリミミズ属
モクズガニ
アジアイトトンボ

フナ類
タイリクバラタナゴ
オイカワ
カマツカ、ギギ
オイカワ

底生動物 魚  類

カワコザラガイ
モクズガニ
カゲロウ類
等

ブナ類
タイリクバラタナゴ
タモロコ、オイカワ
カマツカ、ギギ
ヨシノボリ類

竹貫川樋門

4km 

3km 
1 4 号樋門2km 

1km 
0km 

構造物（樋門）

特定種

魚類 カワヒガイ

底生動物 ミナミヌマエビ、キイロサナエ、ゲンジボタル

鳥類 カワウ、アオジ、タシギ、カワセミ

縦 断 図

標準断面図
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表 1  水質調査地点 
2.2 水 質 

1-20 

河川名 地点名 地点位置等（確認） 

鎌谷川（鎌 2）
鎌谷川（鎌 1） 穴見川（穴 1）

大谷川（大 1）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

穴見川 
 

村中橋下ノ宮川（下 1）
 六方川下ノ宮川  三木川（三 2）
 木内上橋

大谷川鎌谷川

三木川
出石川

日無橋

円山川六方川（六 1）

佐野樋門
三木川（三 1）

六方川（六 2） 六方川（六 3）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 調査結果 

表 2 一般項目測定

河川名 地点名 調査時間 天気 
気温 
（℃） 

水温 
（℃） 

透視度 
（cm） 

備考 

 

表 3 採水・水質分析

河川名 地点名 ｐＨ ＤＯ（mg/l） ＳＳ（mg/l） ＢＯＤ（mg/l） 備考 

 
 

表 4 流量測定 

cm/s /s

 

八代川（八 2）

八代川

八代川（八 1）
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■樋門・樋管の連続性（背後地が水田である施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

灌漑期 非灌漑期 灌漑期 非灌漑期

鎌谷川 樋管1 － － 0 .6 0 .0 5 － － 非灌漑期は堤内からの排水がない

樋管2 － － 1 0 .4 － － 水面、河床が河川と連続している

樋門1 0 .1 0 .3 0 .0 5 0 .0 5 0 .6 要 近年、石張りスロープに改善されたが流速が速く水深も浅い

六方川 梶原第二樋門 － － 0 .7 0 .2 － － 水面が連続しており、構造物と河床の間に落差がない

梶原樋門 － － 0 .9 0 .6 － － 水面が連続しており、構造物と河床の間に落差がない

百合地樋門 － － 0 .2 0 1 .5 要 水面落差はないが、構造物と河床との間に落差がある

大篠岡樋門 － － 0 .2 5 0 .3 0 .7 要 水面落差はないが、構造物と河床との間に落差がある

木内樋門 － － 0 .2 5 0 .3 0 .3 要 水面落差はないが、構造物と河床との間に落差がある

下鉢山樋門 0 .4 0 .3 0 .0 7 0 .0 3 1 要 常時水面落差があり連続性が確保されていない

穴見川 彼岸田樋門 － － 未調査 0 .2 － － 水面、河床が河川と連続している

三木川 管渠（下流区間1 4箇所） 0 .3 0 以上 0 .5 0 程度 0 .0 5 0 .0 2 0 .7 0 程度 要 常時水面落差があり連続性が確保されていない

管渠（上流区間7箇所） － 0 .1 0 程度 0 .1 0 .0 2 0 .3 0 程度 要 灌漑期は水面が連続するが、非灌漑期に落差が生じる

大谷川 管渠（下流区間1 5箇所） 0 .3 0 以上 0 .5 0 程度 0 .0 5 0 .0 2 0 .7 0 程度 要 常時水面落差があり連続性が確保されていない

管渠（上流区間4箇所） － 0 .1 0 程度 0 .1 0 .0 2 0 .3 0 程度 要 灌漑期は水面が連続するが、非灌漑期に落差が生じる

八代川 塩辛樋門 － － 0 .1 0 .2 － －

1 4 号樋門 0 .9 0 .3 5 0 .0 3 0 .0 1 0 .6 要 樋門翼壁部の落差が大きい

竹貫川樋門 0 .6 0 .9 0 .0 3 0 .0 2 0 .9 要 樋門翼壁部の落差が大きい

長田樋門 0 .6 0 .5 5 0 .0 5 0 .0 5 0 .6 要 樋門翼壁部の落差が大きい

樋門1 0 .0 5 － 0 .1 0 .1 0 .1 － 水面はほぼ連続しており、河床落差も小さい

河川名 施設名 備　　考河川との連続性
改善の必要性

管内水深（m ）水面落差（m ） 構造物の落差（m ）
（河床落差） 概要図・写真

三木川：管渠（下流区間） 八代川：長田樋門

水面落差はないが構造物と河床との間に
落差がある施設 
（六方川：百合地樋門、大篠岡樋門、木
内樋門） 

水面落差があり連続性が確保されていな
い施設 
（鎌谷川：樋門 1、六方川：下針山樋門、
三木川・大谷川：管渠、八代川：長田
樋門他） 

構造物の落差
水面落差 

■堰、落差工の連続性 

 

直下流水深
（m ）

灌漑期 非灌漑期 灌漑期

鎌谷川 堰1 簡易井堰（板柵） 0 .7 なし（連続） 0 .3 － 要 灌漑期の水面落差が大きく魚類が移動できない

堰2 簡易井堰（板柵） 0 .5 なし（連続） 0 .3 － 要 灌漑期の水面落差が大きく魚類が移動できない

堰3 簡易井堰（板柵） 1 なし（連続） 0 .3 － 要 灌漑期の水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工1 石、土のう 0 .2 － － 水面落差が小さい

落差工2 石、土のう 0 .1 － － 水面落差が小さい

落差工3 コンクリート 0 .3 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工4 コンクリート 0 .5 － － 水面落差が小さい

落差工5 石 0 .1 5 － － 水面落差が小さい

落差工6 コンクリート 0 .1 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

下ノ宮川 堰1 簡易井堰（板柵） 0 .1 5 － 0 .0 1 － （要） 灌漑期の水面落差が大きく魚類が移動できない（下流の水深確保が必要）

堰2 簡易井堰（板柵） 0 .1 5 － 0 .0 2 － （要） 灌漑期の水面落差が大きく魚類が移動できない（下流の水深確保が必要）

六方川 中江井堰 ゴム堰 1 .2 なし（連続） 0 .2 有 要 魚道機能に問題があり、改善が必要である

堰 鋼製起伏堰 0 .0 5 なし（連続） 2 有 － 堰直下流まで下流の堰の湛水区間となり、水面はほぼ連続している

大町井堰 ゴム堰 なし（連続） なし（連続） 1 .6 有 － 堰直下流まで下流の堰の湛水区間となり、水面はほぼ連続している

落差工 コンクリート階段式 0 .1 1 .7 2 本体が魚道を兼用 要 水深の確保やプールの隔壁形状等、本体の魚道機能に問題がある

穴見川 落差工1 簡易井堰 1 .2 0 .6 0 .2 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工2 石 0 .3 － － 石による構造であり、石の隙間から魚類の移動が可能である

落差工3 石 0 .3 － － 石による構造であり、石の隙間から魚類の移動が可能である

八代川 落差工0 U 字溝 0 .4 － － 水面落差が小さい

落差工1 石 0 .4 － － 石がスロープ状に配置され魚類の移動は可能である

堰 鋼製起伏堰 0 .6 なし（連続） 0 .4 － 要 魚道が設置されておらず、灌漑期に魚類が移動できない

落差工2 コンクリート 0 .0 2 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工3 コンクリート 0 .0 2 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工4 コンクリート 0 .2 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工5 コンクリート 0 .2 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工6 コンクリート 0 .0 5 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工7 コンクリート 0 .0 5 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

落差工8 石 0 .1 － － 石の隙間から魚類の移動は可能である

落差工9 コンクリート 0 .2 － 要 水面落差が大きく魚類が移動できない

施設名（構造）河川名 備　　考
水面落差（m ）

魚道の有無 連続性改善
の必要性

0 .8

0 .7

0 .4

0 .8

1 .3

1 .2

0 .2
1 .3

0 .2

0 .1

0 .6

0 .1

0 .1

0 .6

0 .0 5

0 .4

0 .4

0 .4

写  真

鎌谷川：堰1 鎌谷川：落差工6

八代川：堰 八代川：落差工5

六方川：落差工六方川：中江井堰

 

1-23 灌漑期調査：H 1 5 .5 （六方川、穴見川）、H 1 6 .5 (鎌谷川、下ノ宮川、三木川・大谷川、八代川)   非灌漑期調査：H 1 5 .2 （六方川）、H 1 5 .1 1 （鎌谷川、下ノ宮川、六方川、穴見川、八代川）、H 1 6 .3 （三木川・大谷川） 




